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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
の
新
春
を
ご
健
勝
で
お

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
６
月
の
大
阪
府
北
部
地

震
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
９
月
の

胆
振
東
部
地
震
な
ど
台
風
・
豪
雨
・

水
害
・
土
砂
崩
れ
と
日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
相
次
ぎ
、
全
国
各
地
で
大

き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
害
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
地
域
の
１
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
記
録
的

な
大
雪
に
始
ま
り
、
不
順
な
天
候
に

よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
、
９
月
に
は
、

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
北
海
道
全
域

で
の
停
電
な
ど
、
自
然
の
驚
異
を
大

い
に
知
ら
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。
特
に
昨
シ
ー
ズ
ン
の
積
雪
に
つ

き
ま
し
て
は
、
幌
加
内
地
区
で
３
ｍ

24
㎝
を
記
録
し
、
平
年
比
１・
９
倍

と
な
り
、
気
象
庁
統
計
で
30
年
ぶ
り

に
町
内
最
高
積
雪
記
録
、
48
年
ぶ
り

に
道
内
最
高
積
雪
記
録
を
超
え
、
９

月
の
北
海
道
全
域
で
お
き
た
停
電
に

お
い
て
も
想
定
外
と
も
い
え
る
事
態

が
生
じ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
経

験
値
以
上
の
こ
と
を
想
定
し
、
災
害

に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

知
ら
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

災
害
対
応
で
良
く
言
わ
れ
ま
す
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
あ
り
方
を

更
に
住
民
の
皆
様
と
共
に
作
り
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
関
係

に
お
い
て
も
１
年
と
お
し
て
天
候
不

順
で
あ
り
、
水
稲
、
そ
ば
、
そ
の
他

畑
作
物
も
平
年
作
を
大
き
く
下
回
り
、

畜
産
関
係
も
個
体
販
売
や
生
乳
数
量

の
落
ち
込
み
も
あ
り
、
農
畜
産
物
販

売
で
は
前
年
よ
り
３
割
程
度
減
る
見

込
み
で
農
家
経
済
は
厳
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
日
欧
経
済
連
携
協
定
や

環
太
平
洋
連
携
協
定
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
今
年
こ
そ
は
実
り
多
き

秋
を
迎
え
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
の
中

で
、
地
方
の
創
生
を
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
人
手
不
足
、
働
き
方
改
革
、
少

子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う
わ

が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
対

し
、
政
府
・
地
方
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
活
か
し
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
、
子
や
孫
に
も
住
ん
で
ほ
し
い
と

思
え
る
安
心
・
安
全
で
持
続
的
な
地

域
社
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
、
本
町
に
お
い
て
も
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
、

少
子
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
社

会
の
構
築
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
強
化
、
地

域
経
済
・
観
光
の
活
性
化
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

的
確
に
対
処
す
る
た
め
に
、
町
民
の

皆
様
と
共
に
考
え
、
支
え
合
い
、
対

話
を
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
て
地

域
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
企
画
・

立
案
・
実
施
を
し
、
自
ら
の
地
域
に

誇
り
が
も
て
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
昭
和
34
年
９
月

１
日
に
町
制
施
行
以
来
、
60
周
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
先
人
た
ち

が
多
く
の
労
苦
を
重
ね
、
築
き
上
げ

て
き
た
本
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

快
適
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層

取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
町
政
推
進
に
あ
た
り
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に

願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
成
最
後
の
年
が
始
ま

り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
が
町
民
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
幌
加
内
町
長

細
　
川
　
雅
　
弘
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新年あけまして
おめでとうございます



　

平
成
時
代
最
後
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
議
会
を
代
表
し
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
新
年
を
清
々
し

く
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、
心
よ

り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
中
は
議
会
の
活
動
及
び
町
政
の

推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
日
本

全
国
、
未
曾
有
の
天
変
地
異
に
見
ま

わ
れ
た一年
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
本
町
に
と
り
ま
し
て
は
、

前
年
11
月
よ
り
断
続
的
に
降
り
続
き

ま
し
た
大
雪
、
３
月
に
は
北
海
道
の

記
録
を
塗
り
変
え
る
積
雪
量
３
２
４

㎝
に
達
し
、
日
常
の
生
活
、
交
通
体

制
に
も
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た
と

は
言
え
、
地
域
の
日
常
生
活
維
持
の

た
め
尊
い
命
を
亡
く
し
た
こ
と
は
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
り
、

将
来
に
向
け
て
の
集
落
維
持
の
あ
り

方
を
真
剣
に
考
え
る
貴
重
な
経
験
と

し
て
記
憶
に
留
め
、
町
全
体
で
地
域

で
の
共
助
を
再
構
築
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
所
存
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
春
に
発
生
し
ま
し

た
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
に
は
広
島

県
・
岡
山
県
を
襲
っ
た
西
日
本
豪
雨
、

８
月
に
は
41
・
１
℃
を
記
録
す
る
熱

波
、
９
月
に
は
台
風
21
号
の
強
風
、

そ
し
て
９
月
６
日
に
発
生
し
ま
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
そ
れ
に
伴

う
北
海
道
か
ら
電
力
が
消
失
し
た
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
各
地
で
筆
舌
に
尽
く

し
か
ね
る
多
く
の
犠
牲
者
が
発
生
し
、

建
物
・
公
共
施
設
等
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
中
で
も
全
道

２
９
５
万
戸
が
停
電
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
は
、
人
類
史
上
未
経
験
の
事
案

で
、
生
活
及
び
経
済
活
動
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
地
震
の
規
模
共
々
、

改
め
て
災
害
の
大
き
さ
に
驚
愕
し
て
い

る
次
第
で
す
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う

異
常
気
象
は
、
今
後
も
不
定
の
と
こ

ろ
で
頻
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
本

町
と
し
て
も
防
災
対
策
、
特
に
冬
期

の
災
害
へ
の
備
え
は
十
二
分
に
検
討

を
重
ね
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
本
町
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

分
野
で
は
、
大
雪
の
被
害
を
乗
り
越

え
春
耕
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
６
月
の
低
温
、
７
月
に
は

集
中
豪
雨
と
天
候
不
順
に
よ
り
、
生

育
不
良
・
流
失
な
ど
全
作
物
が
平
年

作
を
下
ま
わ
り
、
特
に
ソ
バ
に
お
き
ま

し
て
は
過
去
最
悪
に
匹
敵
す
る
よ
う

な
著
し
い
不
作
と
な
り
、
農
家
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
は
大
変
厳
し
い
状
況

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
日
本

一の
ソ
バ
産
地
を
内
外
と
も
に
認
め
る

本
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
確
固
た
る

生
産
と
地
位
を
守
り
発
展
さ
せ
る
上

で
、
異
常
気
象
を
も
は
ね
の
け
る
基

盤
整
備
や
土
壌
改
良
、
更
に
は
生
産

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
継
続
的
に
進
め
、

安
定
し
た
所
得
の
確
保
を
計
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
次

第
で
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
新
し

い
米
政
策
が
始
ま
り
、
農
業
経
営
に

と
っ
て
大
き
な
変
換
期
に
入
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
共
に
安
定
し
た
農
業

経
営
を
維
持
し
、
地
域
の
特
性
や
資

源
を
生
か
し
た
持
続
性
の
あ
る
本
町

特
有
の
政
策
の
確
立
を
急
ぐ
必
要
が

あ
り
、
併
せ
て
商
工
業
の
発
展
や
本

町
観
光
の
振
興
、
福
祉
施
策
の
充
実
、

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
止
ま
る
こ
と

の
な
い
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
行

く
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
所
存
で
す
。

　
日
本
の
人
口
が
減
少
時
代
に
突
入

し
６
年
が
経
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

の
町
の
経
済
・
生
産
基
盤
が
縮
小

傾
向
に
あ
る
中
で
、
幌
加
内
町
も
例

外
で
な
く
医
療
機
関
を
始
め
と
す
る

ニ
ー
ズ
と
し
て
の
交
域
の
手
段
の
確

保
は
、
将
来
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
立

つ
上
で
最
重
要
課
題
で
す
。
北
海
道

１
５
０
年
、
幌
加
内
１
２
０
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
来
た
中
で
、
政
府
の
唱

え
る
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
提

唱
を
先
取
り
し
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
経
験
と
知
識
を
軸
に
将
来
に
向

か
って
皆
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
生
涯
現
役
・
い
き
い
き
と
暮
ら

す
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今
後
と
も
議

員一同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
天
皇
が
退
位
さ

れ
新
し
く
皇
太
子
殿
下
が
天
皇
に
即

位
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
諸
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
創
生
政

策
の
地
方
版
で
あ
り
ま
す
〝
ま
ち
づ

く
り
総
合
戦
略
〟
を
実
効
あ
る
も
の

に
し
て
行
く
た
め
に
全
町
民
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
将
来
を
担
う
世
代
に

も
「
幌
加
内
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
本
町
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
達
議
会
議
員
も
改
選
の
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
議
員
と
し
て
の
自

覚
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
住
民
目
線
で

の
将
来
展
望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

町
民
の
皆
様
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る

べ
く
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
行
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
尚一層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
健
や
か
な
毎

日
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

　
　
　
幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　
川
　
雅
　
昭
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地

係　
遠　
藤　
音　
弥

○
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
谷　
川　
　
　
優

職
務
代
理　
坂　
本　
規　
康

委

員　
新　
江　
宏　
文

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

補

充

員　
高　
山　
京　
子

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
能　
代　
惠　
子

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

長　
畑　
　
　
正　
男

委

員　
髙　
山　
友　
樹

〃

　
伊　
藤　
幸　
博

〇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

会
長
代
理　
中　
西　
　
　
博

委
　

員　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
杉　
山　
修　
一

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〇
町
有
林
運
営
委
員
会

委

員

長　
鈴　
木　
　
　
努

副
委
員
長　
田　
丸　
利　
博

委

員　
春　
名　
久　
士

〃

　
鳥　
山　
卓　
也

〇
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

委

員

長　
宮　
下　
卓　
久

委

員　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
中　
川　
秀　
雄

〃

　
杉　
山　
八
重
子

〃

　
能　
代　
義　
秀

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
佐　
藤　
誠　
悦

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
日　
野　
　
　
昭

〇
中
小
企
業
補
償
融
資
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

委

員　
能　
代　
義　
秀

〃

　
坂　
本　
規　
康

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
村　
上　
雅　
之

事
務
局
員　
中　
川　
　
　
敏

〇
農
業
振
興
資
金
融
資
審
議
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
古　
屋　
一　
郎

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
林　
　
　
勝　
美

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
田　
丸　
利　
博

副

会

長　
小　
関　
和　
明

委

員　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
永　
山　
鑑　
三

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

会
長
代
理　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
齋　
藤　
雅　
文

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〃

　
田　
丸　
利　
博

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
石　
橋　
克　
敏

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
大　
野　
奈
緒
美

〃

　
塚　
田　
　
　
隆

〃

　
林　
　
　
勝　
美

〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
塚　
田　
　
　
隆

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
石　
橋　
克　
敏

〃

　
番　
水　
一　
光

〃

　
大　
野　
克　
彦

〃

　
大　
野　
奈
緒
美

〃

　
阿　
部　
辰　
蔵

〃

　
近　
藤　
寿
美
子
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▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

清　
原　
吉　
典

▽
中
央
公
民
館

館

長　
清　
原　
吉　
典

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
熊　
野　
節　
雄

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
畑　
　
　
正　
男

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
遠　
藤　
友　
文

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
日　
野　
　
　
昭

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
山　
本　
理
智
子

〃

　
藤　
井　
　
　
祐

〃

　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
関　
口　
　
　
豪

〃

　
尾　
﨑　
智　
行

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
上　
村　
直　
弘

〃

　
新　
江　
有　
希

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

　
ス
推
進
会
議

議

長　
井　
上　
憲　
明

副

議

長　
水　
上　
尚　
澄

委

員　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
椋　
井　
巴
麿
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
畠　
山　
重　
夫

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
川　
勝　
　
　
勝

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
水　
谷　
修　
一

〃

　
小
野
田　
直　
子

〃

　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

会

長　
水　
上　
尚　
澄

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
椋　
井　
巴
麿
子

民
生・児
童
委
員　
市　
川　
喜　
春

〃

　
篠　
原　
紀
代
枝

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
能　
代　
義　
秀

〃

　
中　
西　
久
美
子

〃

　
笠　
井　
マ
リ
子

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
堺　
　
　
征　
子

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
山　
口　
久
美
子

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
北　
村　
貴　
智

○
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

川　
勝　
　
　
勝

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

番　
田　
幸　
子

〇
深
川
地
区
消
防
組
合

▽
幌
加
内
消
防
団

団

長　
髙　
山　
友　
樹

副

団

長　
中　
村　
雅　
義

第
一
分
団
長　
寺　
崎　
嘉　
男

副
分
団
長　
長　
崎　
孝　
一

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
仙　
丸　
孝　
司

▽
幌
加
内
支
署

支

署

長　
水　
谷　
修　
一

副
支
署
長　
藤　
原　
秀　
一

主
幹
（
庶
務
担
当
）
兼
朱
鞠
内
分
遣
所
長

　
椋　
井　
義　
友

庶
務
係
長　

腰　
越　
真　
人

庶
務
係
兼
消
防
団
係

　
倉　
内　
陽　
平

主
幹
兼
消
防
団
係
長
事
務
取
扱

横　
川　
正　
明

消
防
団
係
主
任
兼
予
防
係
主
任

　
山　
谷　
洋　
人

主
幹
兼
警
防
係
長
事
務
取
扱

髙　
橋　
　
　
優

警
防
係
主
任
兼
予
防
係
主
任

　
及　
川　
竜　
平

主
幹
兼
救
急
救
助
係
長
事
務
取
扱

有　
働　
裕　
妃

救
急
救
助
係
主
任

中　
川　
佳　
太

救
急
救
助
係
兼
警
防
係

　
石　
川　
義　
光

救
急
救
助
係
兼
警
防
係

　
川　
上　
亘　
輝

主
幹
（
予
防
担
当
）

　
岡　
田　
　
　
伸

予
防
係
長　
野　
原　
恵　
一

予
防
係
兼
警
防
係　

鈴　
木　
恭　
平

▽
幌
加
内
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
木　
下　
惠
二
郎

〃

　
中　
南　
裕　
行

代
表
監
事　
笠　
井　
政　
彦

監

事　
宮　
下　
卓　
久

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
林　
　
　
勝　
美

副

会

長　
飛　
島　
志　
信

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

会

計　
羽　
田　
公　
一

〇
校
長
会

会

長　
石　
橋　
克　
敏

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
市　
丸　
隆　
則

　

〃　
教
頭　
玉　
造　
　
　
至

朱
鞠
内
小
校
長　
遠　
藤　
友　
文

　

〃　
教
頭　
渡　
辺　
悟　
史

幌
加
内
中
校
長　
石　
橋　
克　
敏

　

〃　
教
頭　
小　
嶋　
高　
徳

幌
加
内
高
校
校
長　
永　
山　
鑑　
造

　

〃　
教
頭　
蓬　
田　
泰　
生

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
市　
丸　
隆　
則

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

会

長　
井　
上　
憲　
明

副

会

長　
篠　
原　
正　
治

〃

　
宮　
下　
卓　
久

理

事　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
山　
下　
俊　
明

監

事　
中　
川　
建　
一

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
木　
下　
八
代
恵

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

居
住
管
理
責
任
者　
湯　
浅　
久　
枝

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

業
務
係
長
（
生
活
相
談
員
）　

松　
本　
千
代
美

生
活
相
談
員
兼
介
護
員

　
飛　
渡　
喜
久
郎

看
護
師
兼
介
護
員　
新　
江　
有　
希

介

護

員　
西　
野　
明
日
香

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

　
皆　
川　
眞
由
美

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
宮　
田　
由　
香

福
寿
荘
管
理
責
任
者　草　

島　
俊　
之

〈
幌
加
内
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
き
ょ
う
」〉

管
理
者
・
介
護
支
援
専
門
員

松　
本　
千
代
美

介
護
支
援
専
門
員　
新　
江　
有　
希

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
畠　
山　
重　
夫

副

会

長　
大　
森　
広　
一

理

事　
本　
間　
眞
喜
雄

〃

　
伊　
東　
文　
子

〃

　
中　
河　
滋　
登

監

事　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
赤　
松　
真
理
子

事

務

長　
菊　
地　
勝　
美

〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長　
番　
水　
英　
世

副

会

長　
鈴　
木　
秀　
明

〃

　
大　
森　
百
合
子
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〇
遺
族
会

会

長　
中　
西　
　
　
徹

副

会

長　
中　
川　
一　
夫

〃

　
金
津
谷　
礼　
三

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
篠　
原　
正　
治

副

会

長　
井　
上　
憲　
明

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
宮　
下　
卓　
久

副

会

長　
杉　
山　
　
　
守

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
竹　
村　
加
代
子

〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
中　
西　
　
　
徹

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
大　
野　
克　
彦

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
北　
村　
康　
栄

朱
鞠
内
小　
泉　
井　
雅　
裕

幌
加
内
中　
大　
野　
克　
彦

幌
加
内
高
校　
吉　
田　
克　
恵

〇
体
育
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
番　
田　
幸　
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
番　
水　
一　
光

〇
文
化
連
盟

会

長　
内　
海　
千　
樫

副

会

長　
高　
橋　
清　
美

〃

　
麻　
木　
澄　
子

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
阿　
部　
辰　
蔵

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
日　
野　
　
　
昭

○
自
衛
隊
協
力
会　

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
小　
川　
雅　
昭

○
自
衛
隊
募
集
相
談
員　

名
誉
相
談
員　
岡　
田　
壽　
夫

相

談

員　
椿　
　
　
金　
市

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
福　
田　
　
　
裕

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

井　
上　
信　
子

〇
農
地
整
備
事
業
促
進
期
成
会

会

長　
村　
上　
賢　
誠

副

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

　
進
期
成
会　

会
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

　
西　
川　
将　
人

　
〃　
（
鷹
栖
町
長
）

　
谷　
　
　
寿　
男

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
稲　
見　
浩　
一

理
事
長
代
理　
德　
重　
　
　
隆

理

事　
篠　
原　
　
　
剛

〃

　
古　
林　
　
　
茂

〃

　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
南　
谷　
秀　
明

総
括
監
事　
横　
窪　
敏　
明

監

事　
蔵　
前　
文　
彦

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

　
帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
事
業
推
進
協

　
議
会

事
務
局
長　
本　
家　
　
　
徹

事
務
局
次
長
兼
土
地
改
良
第
１
係
長

髙　
橋　
一　
之

事
業
課
長
兼
管
理
係
長

　

 

川　
崎　
光　
夫

事
業
課
技
術
長　
石　
黒　
政　
士

土
地
改
良
第
２
係
長

 

　
堂　
田　
賢　
一

土
地
改
良
第
３
係
長

 

　
　
進　
藤　
清　
彦

会
計
係
長　
帯　
川　
さ
つ
き

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

（
幌
加
内
支
所
分
）

地
区
代
表
理
事　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
古　
屋　
一　
郎

支

所

長　
林　
　
　
勝　
美

金
融
共
済
課
長　
前　
田　
み
ゆ
き

金
融
共
済
課
考
査
役

　
武　
石　
秀　
之

金
融
共
済
課
主
査　
三　
上　
妙　
子

〃

　
大
久
保　
佐
代
未

営
農
課
長　
荒　
田　
勇　
次

営
農
課
主
査　
墓　
田　
準　
也

〃

　
楠　
木　
貴　
博

〃

　
岩　
本　
貴
誉
恵

資
材
課
長　
前　
野　
尚　
弘

資
材
課
主
査　
清　
原　
桂　
子

農
機
自
動
車
整
備
工
場
工
場
長

松　
本　
好　
人

農
機
自
動
車
整
備
工
場
主
査

宮　
田　
光　
利

幌
加
内
給
油
所
長　
西　
河　
康　
浩

営
農
課（
課
長
待
遇
）（
土
地
改
良
区
出
向
）

 

　
川　
崎　
光　
夫

〇
そ
ば
活
性
化
協
議
会

会

長　
清　
原　
　
　
覺

副

会

長　
田　
丸　
利　
博

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
中　
南　
裕　
行

〃

　
古　
屋　
一　
郎

〃

　
坂　
本　
勝　
之

理

事　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
花　
岡　
恵　
佑

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〃

　
村　
上　
曜　
子

監

事　
番　
水　
一　
光

〃

　
中　
村　
雅　
義

事
務
局
長　
林　
　
　
勝　
三

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
坂　
本　
規　
康

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
関　
口　
俊　
司

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
川　
嶋　
康　
義

〃

　
川　
嶋　
教　
弘

〃

　
伊　
藤　
広　
美

監

事　
新　
江　
宏　
文

〃

　
髙　
橋　
誠　
司

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

経
営
指
導
員　
中　
川　
　
　
敏

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

観
光
係
主
査　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
髙　
山　
友　
樹

組
合
長
代
理　
中　
南　
裕　
行

理

事　
松　
本　
好　
人

〃

　
稲　
見　
隆　
浩

常
勤
理
事　
中　
野　
信　
之

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
髙　
山　
友　
樹

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
岩　
本　
更
太
郎

〃

　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
黒　
田　
綾　
子

〃

　
小　
関　
義　
明

監

事　
能　
代　
義　
秀

〃

　
下　
道　
裕　
市

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

観
光
係
主
査　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
原　
田　
和　
茂

副

会

長　
奥　
野　
博　
樹

○
税
経
対
策
協
議
会　

会

長　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
長　
蔵　
前　
文　
彦

事
務
局
次
長　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
平　
野　
利　
幸

監

事　
德　
重　
　
　
隆

2019.1 6



〃

　
南　
谷　
秀　
明

〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

○
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
上　
野　
英　
樹

朱
鞠
内
駐
在
所　
千　
葉　
　
　
豪

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
佐　
藤　
泰　
弘

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

　
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
吉　
田　
俊　
也

○
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

○
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
下　
道　
裕　
市

〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会　

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
俊　
司

事
務
局
長　
菊　
地　
康　
司

○
役　
場

▽
総
務
課

課

長　
大　
野　
克　
彦

主
幹
兼
情
報
管
理
係
長
事
務
取
扱

　
椿　
　
　
英　
万

主
幹
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱

　
三　
浦　
依
理
子

副
主
幹
兼
職
員
厚
生
係
長

　
加　
藤　
美　
幸

副
主
幹
兼
庶
務
係
長

　
安　
藝　
　
　
修

庶
務
係
主
査　
堺　
　
　
秀　
樹

庶
務
係
兼
防
災
係
兼
職
員
厚
生
係
兼

情
報
管
理
係
兼
出
納
室
出
納
係

　

　
仙　
丸　
海　
里

防
災
係
長
兼
広
報
統
計
係
長
兼
管
財
係

堀　
川　
剛　
史

広
報
統
計
係
兼
防
災
係
兼
情
報
管
理

係
兼
税
務
係　
　
猪　
谷　
祐　
介

税

務

係　
佐
々
木　
亜　
文

財
政
係
長
兼
管
財
係
長

菊　
地　
　
　
宏

財
政
係
主
査
兼
管
財
係
兼
出
納
室
出

納
係　
　
　
　
　
丹　
波　
　
　
洋

管
財
係
主
査
兼
財
政
係

北　
村　
卓　
也

▽
出
納
室

会
計
管
理
者　
大　
野　
克　
彦

出

納

係　
大　
家　
　
　
絢

▽
朱
鞠
内
支
所

支

所

長　
竹　
脇　
　
　
剛

係

　
荒　
　
　
洸　
佑

▽
地
域
振
興
室

室

長　
山　
本　
久　
稔

主
幹
兼
地
域
振
興
係
長
事
務
取
扱

　
野　
口　
卓　
也

企
画
調
整
係
長
兼
そ
ば
振
興
係
長
兼

地
域
振
興
係　
　
伊　
藤　
宗　
徳

地
域
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
そ
ば

振
興
係　
　
　
　
西　
山　
慎　
也

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
主

査
事
務
取
扱　
　
柏　
原　
　
　
潤

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
係

遠　
藤　
音　
弥

▽
産
業
課

課

長　
村　
上　
雅　
之

主

幹 

新　
江　
和　
夫

副
主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
兼
水
産
係

長　
　
　
　
　
　
松　
岡　
　
　
剛

農
政
係
長
兼
畜
産
係
長

野　
村　
道　
宏

農
業
振
興
係
長
兼
林
務
係
長

 

高　
木　
敏　
光

農
政
係
主
査
兼
畜
産
係
兼
農
業
振
興
係

松　
本　
隆　
史

農
業
振
興
係 　
塩　
地　
勇　
斗

林
務
係
兼
商
工
観
光
係
兼
水
産
係

　
岡　
久　
貢　
太

地
籍
係
長
（
併
）　
柏　
原　
　
　
潤

地
籍
係
（
併
）　
遠　
藤　
音　
弥

課
長
補
佐
（
土
地
改
良
区
派
遣
）　

石　
黒　
政　
士

▽
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）村　

上　
雅　
之

セ
ン
タ
ー
次
長
（
嘱
託
）

笠　
井　
博　
文

セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

新　
江　
和　
夫

▽
建
設
課

課

長　
宮　
田　
直　
樹

主
幹
兼
水
道
係
長
兼
下
水
道
係
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
髙　
田　
英　
樹

主
幹
兼
土
木
係
長
事
務
取
扱

 

山　
田　
英　
樹

主
幹
兼
建
築
係
長
事
務
取
扱　

 

藤　
田　
夏　
樹

副
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
水
道
係　

 

塚　
田　
裕　
紀

水
道
係
兼
下
水
道
係

 

　
梅　
津　
孔　
希

▽
除
雪
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
管
理
係
長
兼
車
両
係
長

木　
下　
敏　
夫

管
理
係
兼
車
両
係　
佐　
藤　
　
　
淳

▽
住
民
課

課
長
兼
住
民
生
活
係
長
事
務
取
扱

　
竹　
谷　
浩　
昌

課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
医
療
係

長
兼
後
期
高
齢
者
医
療
係
長
兼
戸
籍

年
金
係
長
事
務
取
扱岩　

本　
美
佐
江

環
境
衛
生
施
設
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長　

山　
谷　
弘　
一

環
境
衛
生
施
設
係
主
査
兼
環
境
衛
生
係

渡　
邉　
義　
夫

戸
籍
年
金
係
主
査　
佐　
藤　
雪　
枝

住
民
生
活
係
兼
環
境
衛
生
係

飯　
沼　
剛　
史

国
民
健
康
保
険
医
療
係
兼
後
期
高
齢

者
医
療
係
兼
戸
籍
年
金
係
兼
住
民
生

活
係　
　
　
　
　
大　
家　
　
　
優

環
境
衛
生
係
兼
戸
籍
年
金
係

伊　
藤　
慎　
一

▽
保
健
福
祉
課

課

長　
中　
河　
滋　
登

主
幹
兼
し
あ
わ
せ
福
祉
係
長
事
務
取
扱

　
山　
本　
め
ぐ
み

副

主

幹　
伊　
藤　
理　
加

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
介
護
保
険
係

北　
村　
康　
栄

介
護
保
険
係
長
兼
し
あ
わ
せ
福
祉
係

 

　
相　
澤　
雅　
彦

す
こ
や
か
保
健
係
長
兼
住
民
課
国
民

健
康
保
険
医
療
係　
宮　
内　
智　
子

あ
ん
し
ん
介
護
係
兼
す
こ
や
か
保
健
係

寺　
林　
和　
哉

し
あ
わ
せ
福
祉
係
兼
す
こ
や
か
保
健
係

小　
林　
大　
輝

す
こ
や
か
保
健
係
兼
住
民
課
国
民
健

康
保
険
医
療
係　
滝　
本　
裕
理
香

理
学
療
法
士
兼
あ
ん
し
ん
介
護
係
主
査

小　
本　
　
　
剛

▽
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）　森　

㟢　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
中　
河　
滋　
登

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長　
清　
原　
吉　
典

学
務
課
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
総
務

係
長
事
務
取
扱　
内　
山　
　
　
渉

社
会
教
育
課
長
兼
社
会
教
育
係
長
事

務
取
扱　
　
　
　
加　
藤　
洋　
恵

車
両
係
長
兼
総
務
係
主
査

三　
上　
賢　
逸

車

両

係　
佐　
藤　
和　
俊

学
校
教
育
係
兼
総
務
係
兼
社
会
教
育
係

 

　
西　
成　
亜
姫
奈

社
会
教
育
係
兼
総
務
係

川
内
谷　
晋　
吾

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水　
上　
尚　
澄

事
務
長
（
高
校
）　
髙　
田　
美　
穂

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
　

長　
清　
原　
吉　
典

次
長
兼
業
務
係
長　
三　
上　
賢　
逸

技
術
係
長
兼
業
務
係

 

　
佐　
藤　
和　
俊

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

　
山　
口　
雅　
司

〇
幌
加
内
診
療
所　

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事

務

長　
蔵　
前　
裕　
幸

医
事
係
長
兼
庶
務
係
長

 

　
金　
森　
愛　
華

（
兼
）
理
学
療
法
士

　
小　
本　
　
　
剛

看
護
師
長　
水　
谷　
裕　
美

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
町
立
歯
科
診
療
所

医

師　
堀　
　
　
直　
央

2019.17
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　11月10日（土）岩見沢緑陵高等学校において第
11回空知高等学校新人剣道大会が行われ、幌加内
町剣道スポーツ少年団の野原雪乃さん（深川西高校）
が個人戦女子の部で準優勝となりました。
　深川西高校には現在剣道部がないため、野原さん
は週２回の少年団の稽古で鍛えています。
　高校生相手の実戦経験が少ない中、強豪相手に見
事に勝ち抜き、１月に行われる全道大会の空知代表
として出場権を獲得しました。
　「稽古をつけてくれた先生方
や少年団の子ども達、応援して
くれる方々のためにも一つでも
多く勝ちたいと思います。剣道
は楽しいので、幌加内の子ども
達にも気軽に少年団の稽古を見
に来たり参加してもらいたい
な。」と話していました。

　11月22日（木）、幌加内町応援大使の西川遥輝選
手、浦野博司投手が来町されました。両選手は細
川町長と面会後、右腕に幌加内町と掲出されたWE 
LOVE HOKKAIDOユニフォームや等身大パネル
などにサインをしていただきました。
　幌加内小学校では、選手への質問コーナーや代表
児童とキャッチボールをしたりする選手の姿に、児
童たちは盛り上がりをみせていました。
　そば打ちをするために、幌加内高等学校を訪れた
両選手は、初めてするそば打ちに苦戦し、浦野投手
は自身が切ったそばを見て「“きしめん”みたい！」
という一幕も。

北海道日本ハムファイターズ　西川遥輝選手・浦野博司投手が来町

野原雪乃さん
剣道大会、準優勝！

地元産ゆめぴりか
もち米をいただきました！

　11月21日（水）、町うるち米生産組合（組合長：
古林一文）より「地元産ゆめぴりか」、町もち米生
産組合（組合長：横窪敏明）より「もち米」を各
30kgずつ町教育委員会に寄贈していただきました。
　寄贈していただ
い た お 米 は12月
の学校給食で振る
舞われました。

　あえるホールで行われたトークショーには、道内
外から280名ものファンが駆けつけ、普段聞くこと
のできないトークに興味津々。また、幌高で打った
自身のそばを食べるコーナーなど、“幌加内の魅力”
に触れていただいた一日となりました。
　今年１年間、日本ハムファイターズのイベントに
参加し、応援していただいた皆様、誠にありがとう
ございました。西川選手、浦野投手の今後の活躍を
期待し、町民一同、両選手を応援しましょう。

○幌加内小学校

○そば打ち体験

○トークショー
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平成30年度自衛官等募集案内
●自衛官候補生

応募資格：日本国籍を有し
　　　　　採用予定月の１日現在、18歳以上33歳未満の男女
受付期間：年間を通じて行っております。※採用予定数に達した場合は実施しません。
試験期日：平成31年1月17日（日）・18日（月）いずれか１日
試験会場：自衛隊旭川地方協力本部（旭川市春光町）
　
●予備自衛官補（一般・技能）

応募資格：日本国籍を有し
　　　　　平成31年7月1日現在、18歳以上34歳未満の者
受付期間：平成31年1月７日（月）～4月12日（金）
試験期日：平成31年4月20日（土）～24日（水）いずれか1日
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
　
●お問い合わせ先

自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-54-5617）又は、役場窓口まで

士別警察署かわら版

ストップ・ザ・交通事故～めざせ安全で安心な北海道～
○　余裕を持った運転を
　目的地までの天気や道路状況を事
前に把握して、時間に余裕を持って出
発しましょう。

○　スピードダウンと慎重な運転を
　冬道では、スリップによる事故が多
発しています。スピードダウンと路面
状況にあわせた慎重な運転を心掛け
ましょう。

○　「急」のつく運転操作は危険
　急発進、急加速、急ハンドル、急ブ
レーキといった「急」のつく運転操作
はスリップにつながり大変危険です
のでやめましょう。

　１１０番は警察への緊急な事
件・事故等の通報の際に利用す
る電話番号です。事件・事故を
見たり聞いたりした場合は警察
への１１０番通報をお願いしま
す。また、緊急の対応を必要と
しない照会などは最寄りの警察
署、交番・駐在所へ、相談や警
察業務に関する意見・要望は、
短縮ダイヤル「♯９１１０」の警
察相談専用電話をご利用くださ
い。

緊急通報は110番、
相談電話は「＃9110」に！

士別警察署　㈹23－0110
問い合わせは士別警察署まで。

○　交差点に注意
　雪山で見通しが悪い交差点などで
は、「車が来ているかもしれない」、
「歩行者が横断しているかもしれな
い」と危険を予測して、徐行と安全確
認を徹底しましょう。

○　悪天候に注意
　吹雪や大雪など悪天候時の運転
は、吹きだまりや視界不良による立
ち往生等の危険が伴いますので、不
要な外出は控えましょう。

１１０番通報の適切な利用を！ 冬道における交通事故の防止

　日頃より、道の駅「森
と湖の里ほろかない」を
ご利用いただきありがと
うございます。道の駅で
は、町民の皆様に対して
毎月クーポンを発行する
ことといたしましたので、
ご利用いただきますよう
お願いいたします。

道の駅
クーポン

せいわ温泉
� ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

そばジェラート
��� 50円引き
平成31年2月28日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

扌

扌　国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の
障がい者の入校生（訓練期間１年又は２年）の追加募集
をしています。

　詳しくは、当校又は最寄りの公共職業安定所（ハロ
ーワーク）までお問い合わせください。

平成31年度入校生の追加募集

〒073-0115　砂川市焼山60番地
℡　0125-52-2774　FAX　0125-52-9177



平成31年1月１日現在、幌加内町に住んでいる方は、住民税の申告または確定申告により、平成30年中の所得
を申告していただくことになっています。申告をされないと、所得証明が発行されない場合や、国民健康保険
税の軽減制度が適用されない場合がありますので、忘れずに申告してください。

住民税・確定申告の受付期間は、平成31年２月18日（月）から
平成31年３月15日(金）までです。（土日除く）

□ 確定申告（所得税の申告・還付申告）が必要な方
●サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える方　　●給与以外の所得金額が年間20万円を超える方
●２ヶ所以上から給与を受けている方　　●事業をしている方、地代や家賃収入（不動産収入）のある方
●土地や建物（不動産）を売った方　　●給与所得者で、年の途中で退職された方
●医療費控除の対象となる医療費の支払いがある方

※医療費控除受ける方（平成30年中に支払った医療費から、保険金等で補填される金額を差引いた残高が10万円以上、
又は所得の５％以上である場合）

●医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の対象となるスイッチＯＴＣ医薬品の購入対価を支
払った方

  ※医療費控除の特例を受ける方（平成30年中に支払ったその対価の合計額が１万２千円を超える場合）
 
□ 住民税の申告が必要な方
●平成31年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方

※ただし、次の項目に該当する方は必要ありません
①　確定申告をしている方
②　事業所等からの給与支払報告書が提出され、年末調整をした給与以外に所得のない方

住民税申告、確定申告（所得税の申告・還付申告）に必要なもの
●印鑑（認印で可）
●農業所得、事業所得、不動産所得などがある方…収入・支出（経費等の内訳）がわかる書類
●給与所得、年金所得などがある方…給与所得源泉徴収票、公的年金源泉徴収票
●生命保険料等の控除を受ける方…保険料支払証明書　　
●医療費控除を受ける方…医療費の領収書
●国民年金保険料の社会保険料等控除を受ける方…日本年金機構交付の証明書

　本人確認書類を添付することとなっておりますので、マイナンバーカード（個人番号カード）をご持参
ください。マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は、次の書類をご持参ください。

①番号確認書類《本人のマイナンバーを確認できる書類》
　◆通知カード　　
　◆住民票の写し（マイナンバーの記載があるものに限ります）のいずれかをご持参ください。
②身元確認書類 《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》
　◆運転免許証　　◆公的医療保険の被保険者証（保険証）　　◆パスポート　　◆在留カード
　◆身体障害者手帳　などのいずれかをご持参ください。

□ 住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年住民税の申告が必要となります！
●平成31年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方で平成30年分の所得税から控除しき

れない住宅ローン控除額が発生した方は、平成31年３月15日（金）までに、「町民税道民税　住
宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

お問合せ先
　住民税に関すること　役場総務課税務係　　電話　３５－２１２１（内線１１５）
　所得税に関すること　深川税務署　　　　　電話　０１６４－２３－２１９１
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■国道・道道の道路通行止めなどの情報 （2 次元コード）

ＰＣ版 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/

スマートフォン版 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/sp/

携帯版 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/m/

「協力除雪」で安全・安心で快適な冬の暮らしを！

　春の融雪期まで通勤、通学時間前の完了を目標に除雪作業を行いますが、吹雪などにより作業が遅れること
があります。
　効率的な除雪作業には、皆さまのご協力が欠かせません。「協力除雪」で冬の暮らしを守りましょう。

● 自宅敷地内の雪は道路に出さないで ● ● 玄関先の雪処理は各家庭で ●

● しない・させない迷惑駐車 ● ● 屋根からの落氷雪事故に注意 ●

● 川に雪を捨てないで ● ● お問合せ先 ●

　道路上の雪以外の駐車場や屋根等の雪出しは、交
通事故の原因となり非常に危険ですので、絶対にや
めてください。
　また、道路に通行の支障となる物を置くと、除雪
車がはね飛ばしたり、機械を破損することになりま
すので置かないでください。

　除排雪作業は、広い地域を短時間で効率よく回ら
なければなりませんので、各戸の玄関先にたまった
雪を個別に処理することは大変困難です。
　各家庭で、除雪されますようお願いします。

　路上に駐車された１台の車のために、大型の除雪
車が前に進めなくなりまり、除雪ができなくなるこ
とがあります。円滑な作業の妨げとなり、交通事故
の原因にもなるので、路上駐車はしないでください。

　落氷雪事故の発生
が懸念される沿道建
物等については、雪
落としをおこなうな
どの対応をお願いい
たします。
　軒下を通行すると
きは、屋根からの落
氷雪に十分注意し、
絶対に子供を遊ばせ
ないでください。
　落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対
策を行うようにして下さい。

　雪を河川に捨てることは、河川の流れをふさぎ災 
害などの原因になります。絶対にしないでください。
　また、除雪機械などを使用した投雪により、河岸
の転落防止柵が壊れるケースが頻繁に起きており、
人的被害の危険もあります。
　そのような行為を見かけた場合は問合わせ先まで
お知らせください。

国道
　北海道開発局士別道路事務所

　℡：0165-23-3146
道道
　旭川建設管理部事業室事業課

　℡：0166-26-4461
町道
　幌加内町建設課

　℡：0165-35-2123
士別警察署

　℡：0165-23-0110
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平成30年　幌加内町の主なできごと
１月
１日　スキー場町民開放
７日　成人式
８日　幌加内消防「出初式」
９日　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
10日　小中学生書初め大会
17日　自治区長会議
19日　第１回議会臨時会
　　　町功労者・産業貢献者表彰式
25日　わが村は美しく～大賞受賞記念祝

賀会～

２月
１日　交通死亡事故ゼロ「1000日」達成
17日　母子里クリスタルパーク クリス

タルピークス「ライトアップ」
22日　幌加内町農業関連試験研究報告会
25日　道内最高積雪記録「324㎝」を記

録（写真①）

３月
１日　幌加内高校「卒業式」
７～16日　第１回議会定例会

12日　高橋はるみ知事「大雪被
害の視察」

13日　幌加内中学校「卒業式」
15～16日　予算審査特別委員会
16日　幌加内小学校「卒業式」　
22日　みゆき保育所「卒所式」
24日　双葉保育園「卒園式」
31日
～４月１日　北海道日本ハムファイターズ

「招待観戦ツアー」

４月
２日　双葉保育園「入園式」
５日　幌加内中学校「入学式」
６日　幌加内小学校「入学式」
　　　朱鞠内小学校「入学式」
　　　放課後児童クラブ「入所式」
９日　幌加内高等学校「入学式」
10日　みゆき保育所「入所式」
25日　春の防火パレード

５月　
１日　幌加内土地改良区「通水式」
15日　町内合同清掃活動
16日　牛魂碑慰霊祭・馬頭観音慰霊祭
20日　第33回東京幌加内会
23日　春の交通安全・交通安全啓発パレード・

林野火災予防パレード
25日　朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建設殉職者

及び水難事故者慰霊祭
26日　あさひかわ幌加内会

６月
２日　幌加内中学校「体育大会」
３日　第34回ほろかない湖公園開き
９日　そばの里大使「上杉周大」
　　　～そばの種まきイベント～
16日　三自治区合同運動会（写真②）
　　　まるごとにっぽん単独イベント
17日　三頭山「山開き」
21日　第２回議会定例会
29日　戦没者追悼式
30日　幌加内小学校「運動会」

７月
３日　青少年非行防止・社明運動合同町

内パレード
14日～16日　まるごとにっぽん合同イベ

ント
18日　商工会ビールパーティー
21日　北海道日本ハムファイターズ
　　　「応援観戦ツアー」
26日　飲酒運転根絶キャラバンセレモ

ニー
27日～29日　北海道日本ハムファイター

ズ「なまらうまいっしょグ
ランプリ」出店

28日　幌加内消防演習
28日～９月２日　政和アートフェス2018
29日　町長バスガイドツアー
31日　幌加内そばの日
　　　災害対策懇談会

８月
３日　成人大学講座
　　　～北海道そばシンポジウム～
　　　双葉保育園「七夕・盆踊り」
４日　第37回朱鞠内湖～湖水祭～
　　　北海道ＢＩＧ ＳＫＹぐるっとラ

イド2018
　　　そばの里大使「上杉周大」
　　　～そばの花見会～
　　　蕎麦の花道～ライトアップ～
13日　第2回議会臨時会
15日　第34回厳寒まつり
20日　全国高校生そば打ち選手権
　　　（幌加内高校：団体優勝）
31日　第25回幌加内町新そば祭り歓迎レ

セプション

9月　
１～２日　第25回幌加内町新そば祭り
　　　　　（来場者：55,000人）

５日　土地改良区「断水式」
６日　北海道胆振東部地震
　　　・停電復旧　7日：母子里地区以外
　　　　　　　　　8日：母子里地区
13日　第３回議会定例会
15日　双葉保育園「運動会」
25日～26日　秋の交通安全キャンペーン
29日　朱鞠内小学校「学芸会」

10月
13日　幌加内小学校「学芸会」（写真③）
19日　福祉・老人のつどい
20日　第42回産業祭
23日～11月３日　生涯学習フェスティバル
　　　　　　　　「一般作品展示」
24日　交通安全町民集会・交通安全啓発・秋の防火

パレード
25日　生涯学習フェスティバル
　　　「児童生徒芸能発表会」
26日　朱鞠内自治区～災害時避難訓練～
28日　生涯学習フェスティバル「ピアノ発表会」
29日～30日　決算審査特別委員会
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11月
２日　生涯学習フェスティバル「華道展示会」
３日　生涯学習フェスティバル「一般芸能発表会」
11日　第30回町民ミニバレー大会
22日　北海道日本ハムファイターズ
　　　「トークショー」
26日　税を考える週間書道展「表彰式」
27日　ほろたちスキー場安全祈願祭

12月
７日　自治区長会議
９日　双葉保育園「おゆうぎ会」
13日　第４回議会定例会
26日　暴力追放運動街頭啓発

☞編集室から☜　町民の皆様、新年明けましておめ
でとうございます。今年は十二支の
中で最後の年となる「亥年」です
ね。十二支を植物の一生で考える
と、「戌年（昨年）でたわわに実っ
た果実が種子となり、エネルギーを
蓄えて次の世代へと向かう準備を
するという意味」の年だそうです。
　来年の皆さんの実現したい目標
や夢は何ですが？今年はその準備
の年ですよ！

❷

❸

❶


